






























































































































































専門職・雇用主・管理職 19 5 13 11 10 10 22 11 20 4
その他の非筋肉労働 23 10 13 13 8 7 21 8 26 8
熟練筋肉労働および職長 42 48 33 34 39 13 31 33 20 48
半熟練筋肉労働 13 26 34 36 35 57 22 39 28 33

































































パ　キ　ス　タ　ン 人 29 28
バングラデシュ人 29 52
アフリカ経由アジア人 17 2！
ム　　ス　　　リ ム 27 31























































































白　　人 西インドl アジア人 インド人 パキスタ盗l バングラfシュ人
アフリカ
o由アジ
A人? 14 7 18 18 10 26 23
? 7 1 ！4 12 25＊ 一 18
　出所）Brown［4］，　p．210．
　注）＊　サンプル数が少ない。
も，対照的に西インド人の比率は極端に低い。またアジア人内部でも，比率には大きなば
らつきがある。特にバングラデシュ人とアフリカ経由アジア人の比率が高いことが注意を
引く。業種はアジア人自営業の大半が流通・飲食・ホテル・修理業で67％である。これに
対して白人は26％，西インド人は21％である。とりわけアジア人はこの部門の中でも，小
売業，飲食業が多いという。製造業は少なく，繊維・衣類関係が少しみられるにすぎな
い。また西インド人の場合は建設業が大半を占めるが，アジア人ではわずか2％にすぎな
い。アジア人自営業は雇用労働を使うものが多く，白人では55％，西インド人では59％が
雇用労働を使わないのに，アジア人では27％となっている。しかし，雇用労働を使うと
いっても43％と半数近くが5人以下の小規模なものである。（32）
　ブラッドフォード（1984年）を例にとれば，（33）アジア人企業は，1959年にはわずか3つ
であったのが，1970年には260，1980年には793，そして1984年には1100～1400に増加して
きたという。1970年代にはいってからは増加の速度が加速されたという。業種は75％が
小売業，19％がサービスである。小売業の半分以上が食品，20％たらずが衣類である。
サービスのほとんどは，レストランなどの飲食業となっている。立地はインナー・シティ
に，つまりアジア人の多い地域に集中している。このことは，顧客層が主要にはアジア人
から構成されていることを意味する。実際多くのABは，エスニック・グループの保護さ
れた市場で活動し，サリーなどの衣料，香辛料などの食品，ハラル・ミート（34）などのエス
ニヅクな商品を扱うものも多い。このような飛び地経済の形成は，マジョリティーの競争
者に対して障壁をもうけるという利点もあるが，同時に市場を制約することにもなる。（35）
雇用の大半は家族員であるが，非家族員の雇用の場合もアジア人である場合が多い。AB
の提供する雇用がアジア人の総労働力人口に占める比率は15％と推定されており，雇用吸
収力はそれほど高くない。また一般に，取引額は小さく平均で週1149ポンドであり，週650ポ
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ンド以下のものが42％近くもある。前年に利益を上げたものは55％で，22．4％は損得なし
である。（36）
　もう一つlj　，衣類工業における苦汗工場（sweatshop）と呼ばれる非登録の小規模工場
での労働と内職の増大である。繊維・衣類工業は，先進国における衰退産業の代表であ
り，開発途上国の追い上げの最も激しい部門である。イギリスでもこのような低賃金を武
器とする開発途上国輸出の増大は，国内工業の衰退の原因となってぎたといわれている。
1984年のイギリスのECを除く衣類の主要輸入国は，香港，韓国，イスラエル，インド，
台湾などであった。（3ηしかし近年国内生産が，ファッション性の高い衣料の分野などで回
復しつつあるという。衣類工業は，季節的性格や流行性が強く，生産の変動の大きな分野
である。そこで品質管理が容易，納期が速いなどの利点をもつ国内調達に切り換える販売
業者がでてきたのである。国内生産の回復は，主要にはロンドンやバーミンガムなどの非
登録工場によって担われ，これらの工場は大規模小売業者を頂点とする衣類産業の下層に
組み込まれつつ，さらに最底辺に位置する内職者などの低賃金労働者を使うことで存立し
ているのである。これらは非登録なので法定の最低賃金や労働条件を守らず，（381偽装倒産
によって税金逃れをしているものもある。これらには，今日ではエスニック・マイノリ
ティーの経営するものもかなりみられる。（39）これらの労働者や内職者については，公式統
計を得ることはもちろん，その実態を把握することも困難である。この両者は，「親族やコ
ミュ＝ティの結びつきをとおして仕事をみつけ，同じ運命，不可視性と不安定性を共有し
ている」（40）という。これらの非白人，アジア人の非登録工場はコミュニティのネットワー
クをつうじて労働者や内職者を募集するが，そのことによってかれらは全体（マジョリ
ティー）の経済から切り離されてしまい，さらに非登録なので法的規制の網の目からもこ
ぼれ落ちてしまうのである。経営者からみれば，内職者は低賃金で，調節可能で，非組織
的な労働力であるが，労働の劣悪化，不安定化をもたらすことになるといわれている。内
職者には，コミュニティが女性の家庭外での労働を好まないので，キプロス人やバングラデ
シュ人のなどの非白人の女性が多いが，それだけでなく深刻な失業も大きな要因となって
いる。賃金については，さまざまの事例が紹介されているが1984年のLow　Pay　Unitの調
査では3／4が1ポンドあるいはそれ以下という。（41）しかし賃金が内職者によって大きく
異なることも注意を引く。例えば，レスターでは，時間平均が0．23～2．00ポンド，Pンド
ンのイースト・エンドではO．50～1．30ポンドである。（42）このような賃金稼得額の大きな相
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違は，搾取のみでは説明できないように思われる。（43＞
　さてこの労働条件の劣悪化を意味すると言われている苦汗工場と内職者は，近年量的に
も増大しているといわれる。Low　Pay　Unit　V：　，1980年の内職者数を200，000から400，000と
推定してる（44）が，正確な数の把握は困難である。ミターは，登録工場労働者数の減少と生
産性の向上にもかかわらず，設備投資が停滞していることに，内職者増大の根拠を見出し
ている。（45＞イギリス経済の停滞と失業の蔓延という状況の下で，雇用のインフォーマル化
が進展していることは興味深い。とりわけこのような状況の下で西ミッドランズの内職者
の低賃金は香港や台湾に対しても競争力をもつという見解すらあらわれている。㈹この真
偽はともかく，衣類工業における生産が開発途上国からイギリス国内に移行したことは，
賃金の面で開発途上国の労働力とイギリスの苦汗工場と内職者とが代替的であり，イギリ
スに非白人を中心とする低賃金労働力のプールが形成されていることを意味しているよう
に思われる。
　5　む　す　び
　これまで，イギリスの非白人とりわけアジア人の置かれている経済的状況を労働市場と
の関連で見てきた。もはや還流的移民ではなくなった今日も，アジア人がイギリスの労働
市場において不利な状況に置かれ続けていることは，雇用と失業の検討からも明らかであ
る。アジア人の労働市場が差別化されていることは明白であるが，それは産業・業種レベ
ルにおいてではなく，職務・職業階層レベルにおいてであるという。アジア人は，自営業志
向が強くABの急増をもたらした。これは基本的には労働市場における差別のために余儀
無くされた選択であり，必ずしも社会・経済的地位の向上にも結びついてはいないようで
ある。しかし，今日アジア人の教育水準が急速に向上し，少ないとはいえ自営業における成
功者が見られることも否定しえない。これらの事実は，イギリス社会の中でかれらの置か
れた状況が不変の固定されたものと考えることに危惧をいだかせる。非白人は労働市場の
中で分断され，底辺に押しやられていると一般的にはいえても，それは一切の変化を否定す
るものではない。またこの変化のあり方が，エスニック・グループごとにかなりの相違を
みせていることも注目に値する。これらの状況の解明は，今後の実証研究の課題であろう。
　そして，このような現状分析の一環として，ここで簡単にふれたABと衣類工業の内職
者の問題について，いずれ機会をあらためて詳細に検討したい。
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＊本研究は，昭和61年度文部省科学研究費海外学術調査「現代イギリスにおけるインド
　人移民社会の総合調査」（研究代表，古賀正則／一橋大学）の研究の一部である。
注
（1）ブリクストソ騒乱事件が著名であるが，これについてのThe　Scarman　Reportが内
　務省によって1981年に国会に提出されている。（Lord　Scarman，　The　Scarman
　RePort一　Brixton　Disorders　10－f2　April　1981一　，　Harmondsworth，　Penguin　Books，
　1982，）
（2）石田玲子「英国における人種関係法の立法過程」，r朝鮮研究』151－152号，1975年
　11・12月，1976年1月などがある。
（3）　Commission　for　Racial　Equality［7］　p，2，　table　1，
（4）ここでは出身国を同じくする者とするが，インド出身老では，州ごとに言語が違
　い，また宗教，カーストなどもしばしば集団としての結集軸となっており，どのよう
　な分類も恣意的どならざるをえない。
（5）Commission　for　Racial　Equality［7］pp．7－10，　tables　2．1～2．3，およびThe　Runney－
　mede　Trust　et　a1．［16］pp．　6－8，　Fig．1．4～1．5＆tables　1．1～1．2参照。
（6）　「帰国の神話」についてはRobinson［15］pp．87－97を参照。
（7）Newnham［12］p．2，　P　S工調査ではエスニック・グループは，白人，西インド人，ア
　ジア人に分類されていて，女性の場合はアジア人の比率は若干小さい。しかし，宗教
　別の女性の比率では，ムスリム18％，ヒンドゥー59％，シク54％となっている。ムス
　リムは，ほぼパキスタン・バングラデシュ人と一致するものとおもわれる。Brown［4］
　P．186，table　80参照。
（8）　Newnham［12］　p，3，
（9）　Brown［4］　pp．159－160　＆　pp，　202－203，　tables　96－97．
（10）　Bachu［3］　lntroduction，　Robinson［21］　Chapter　3，　Aldrich　et　al，　［2］　pp．　189－190　＆
　p．201などを参照。
（11）　Brown［4］　p，158，
（12）　Open　University［13］　p，　23，
（13）イギリスの失業率の推移については，吉田良生「イギリスの失業」，水野朝夫，谷弘
　一編r先進国失業の構造一「苦悩」の実態と背景一』，有斐閣，1983年所収，参照。
（14）伊藤光彦「三選サッチャー政権の新たな課題一英国保守改革の実像と限界を見る
　一」，rエコノミスト』，1987年6月30日，37ページ。自営業は8年間で75万人目いう顕
　著な増大を見せた。
（15）The　Guardian，　Sep，19，1986，これは軍人と自営業を除く旧基準では13．3％になると
　いう。
（16）The　Guardian，　July　26，1986，貧困線上および以下の層も1979年の590万から1983年
　の880万に増大し，1986年には1020万に達すると予測していた。なお参考のために
　Bradfordの4人家族の週あたりの典型的家計支出はIO3ポンド，このうち食費が28ポ
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　　ンド，住居費が22ポンドである。　（City　of　Bradford　Metropolitan　Council［6］p，28．）
　LondonのHackneyでは住居費が10．51ポンドとなっている。（Harrison［9］p，440）
（17）Newnham［12］p．　I　I，　table　3参照。
（18）Newnham［工2］p．10．1984年のブラック・ピープルの総人口に占める割合が4．5％で
　あるのに，失業者に占める割合は7．3％であった。なお，The　Runnymede　Trust　et
　aL［16］p，65，　fig．3．8も参照。
（19）Brown［4］p．155，　table　88参照。この表では男については，白人の失業率は13％で1
　年以上の事例は5％，西インド人の揚合はそれぞれ25％と13％，アジア人では20％と
　13％である。
（20）　Brown［4］　p，1，　table　84．
（21）　Newnham［12］　p，　17．
（22）　Newnham［12］　p．　18，
（23）1984年LFSでは，16－24才の男子における学生の比率は，白人が約15％，西インド
　人が18％，インド人36％，パキスタン・バングラデシ＝人39％となっており，非白人
　の方がより高等教育を受ける傾向がある。Newnham［12］p．2，
（24）　Newnham［12］　p．　18．
（25）　City　of　Bradford　Metropolitan　Council［6］　p．　59，
（26）最も失業率の高い地域は，北部とスコットランドであるが，この地域にはブラヅク
　は少ない。Newnham［12］P，14，　Table　5，
（27）Brown［4］p．152．なお，インナー・シティへの集中は，イギリスの産業の地域的構造
　およびその変化とは，一応区別されるべきである。
（28）　Smith［18］　pp，34－35　＆　p，171，　table　A14，
（29）白人の28％に対して，アジア人と西インド人はそれぞれ62％，61％である。
　Smith［工8］pp．16－17．
（30）Newnham［12］pp．24－26およびBrown［4j　p．154．この点で，西ドイツの外国人労働老
　の職業階層の問題を検討した佐藤忍「西ドイツにおける内部労働市場と外国人労働者
　一昇進差別の構図一」，研究年報『経済学』（東北大学），第47巻第4号，1986年1月は
　示唆に富んでいるように思われる。
（31）　Newnharn［12］　p．8．
（32）　Brown［4］　p．　166　＆　p，　210，　table　105，
（33）Rafiq［14］参照。なお，　Aldrich　et　al．［2］J　Jones［10］は，　Bradford，　Leicester，
　Ealingを，Wilson［ユ9］はBrentを扱っている。エイシャン・ビジネスの特徴について
　は大差はないようなので，Bradfordの事例を中心に紹介したい。
（34）イスラム教徒の食べる宗教儀式によって藩殺された動物の肉。
（35）このような市場の制約は，顧客の増加よりも速く商人を増加させている原因となつ
　ているという。Aldrich　et　al．［2］p，206．
（36）Brentの調査（1982年）では，週97，000ポンドである。　Wilson［19】p．73，　table　l3．
（37）Chisolm　et　aL［5］p，9＆p，89，　table　4参照。　E　Cからの輸入は全体の1／3近い。
（38）例えば法定の衣類工業の時間給は1．79ポンドであるが，West　Midlands　Low　Pay
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　　Unitの調査によればこの地域の典型的賃金は時間あたり1ポンドであったという。
　　AEKTA　Project［1］p，2，これには多くのこのような事例が紹介されている。
（39）Harrison［9］P，67，　Chisolm　et　aL［5］PP，27－28＆32－34，　Mitter［11］PP．55－57参照。
　　企業経営老にはギリシャ系およびトルコ系キプロス人が多いようである。
（40）　Mitter［11］　p．38，
（41）　Greater　London　Council［8］　p，　19，
（42）Mitter［11］P，64，　table　1＆P．67，　table　2参照。
（43）熟練ミシソエは不足しており，かなりの賃金を得ることができるようである。また
　　雇用主の対応も他の内職者と違い，契約関係も安定しているようである。Saifullah
　　Khan［17］　pp．　128－132．
（44）　Greater　London　Council［8］　p，14．
（45）　Mitter［11］　pp，41－44，
（46）　The　Observer，　13　May，　1984，　cited　in　Mitter［11］　p，61，
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